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東京の秘境、檜原村を歩く

長谷川歯科医院
医療法人社団信美会 歯科・小児歯科・矯正歯科

東京都青梅市東青梅5-9-24
ＪＲ青梅線河辺駅北口から徒歩５分

駐車場：医院前に４台、専用駐車場７台

〒198-0042

開業３０年！　地域に密着した医療を心がけています

滝と檜原城址、十三仏めぐり

　東京の秘境、檜原村には「日本の滝100選」の払沢の滝をはじめ、戦国悲話の舞台となった檜原

城址など見どころがいっぱい。初秋の風に吹かれながら、山懐に抱かれた檜原村を歩いてみた。

　
武
蔵
五
日
市
駅
か
ら
バ
ス
に
乗
り

本
宿
役
場
前
で
下
車
。
橘
橋
を
渡
り
、

左
へ
４
０
０
㍍
ほ
ど
行
く
と
渓
谷
へ

下
り
る
遊
歩
道
が
あ
る
。
鉄
の
階
段

を
下
り
て
渓
谷
沿
い
を
行
く
と
、
ゴ

ー
ゴ
ー
と
い
う
水
の
音
が
響
い
て
き

た
。
切
り
立
っ
た
岩
の
間
を
白
い
飛

沫
を
上
げ
て
流
れ
落
ち
る
吉
祥
寺
滝

だ
。
落
差
は
小
さ
い
が
、
迫
力
あ
る

渓
谷
美
が
楽
し
め
る
。
滝
壺
を
臨
む

岩
の
上
に
は
弁
天
様
の
祠
が
建
っ
て

い
た
。

　
道
路
を
挟
ん
で
滝
の
向
か
い
側
に

は
臨
済
宗
の
古
寺
・
大
光
山
吉
祥
寺

が
あ
る
。
そ
の
裏
山
に
は
十
三
仏
が

建
っ
て
い
る
。
十
三
仏
と
は
死
後
、

次
の
生
ま
れ
変
わ
り
先
が
六
道
（
地

獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
修
羅
、
人
間
、

天
）
の
ど
こ
へ
行
く
か
を
決
め
る
裁

判
官
の
役
目
を
果
た
す
仏
様
だ
と
か
。

不
動
明
王
か
ら
始
ま
り
、
釈
迦
大
仏
、

文
殊
菩
薩
、
普
賢
菩
薩
と
続
く
。
急

な
山
道
を
、
汗
を
か
き
か
き
、
お
参

り
し
な
が
ら
登
る
。
振
り
返
る
と
眼

下
に
村
役
場
や
民
家
が
小
さ
く
見
え

た
。

　
12
番
目
の
大
日
如
来
を
過
ぎ
る
と

平
ら
な
広
場
が
あ
っ
た
。
こ
こ
が
標

高
４
５
０
㍍
の
檜
原
城
址
。
戦
国
時

代
、
甲
州
・
武
田
軍
か
ら
鎌
倉
を
守

る
た
め
、
八
王
子
城
の
出
城
と
し
て

築
か
れ
た
山
城
だ
。
関
東
統
一
を
め

ざ
す
豊
臣
軍
に
攻
め
ら
れ
て
落
城
し
、

城
主
・
平
山
氏
重
は
自
刃
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
城
址
の
さ
ら
に
奥

に
13
番
目
の
虚
空
蔵
菩
薩
を
見
つ
け

た
。
こ
ん
な
山
の
上
に
よ
く
も
ま
あ
、

13
も
の
仏
像
を
建
て
た
も
の
だ
と
感

心
す
る
。

　
登
り
は
ゆ
う
に
１
時
間
は
か
か
っ

た
が
、
下
り
は
あ
っ
と
い
う
間
に
吉

祥
寺
へ
到
着
。
春
日
神
社
を
経
て
、

払
沢
の
滝
駐
車
場
か
ら
時
坂
峠
を
め

ざ
し
た
。
山
里
に
ぽ
つ
ん
と
佇
む
茅

葺
民
家
。
こ
こ
が
東
京
だ
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
さ
せ
る
風
情
あ
る
風
景
だ
。

ス
ス
キ
の
穂
が
白
く
波
打
ち
、
秋
の

訪
れ
を
告
げ
て
い
た
。

　
１
時
間
弱
で
時
坂
峠
に
到
着
。
浅

間
嶺
ま
で
は
さ
ら
に
１
時
間
か
か
る

の
で
、
次
の
機
会
に
回
し
て
払
沢
の

滝
へ
下
る
。
落
差
60
㍍
の
滝
か
ら
放

出
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
浴
び

て
心
身
を
癒
し
、
帰
途
に
着
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
山
　
萌
）

観光客で賑わう払沢の滝

迫力ある吉祥寺滝

十三仏の一つ、釈迦大仏

檜原の茅葺き民家

イケメン武将と遊女の悲恋物語

絶世の美女との悲しい恋

探
歴
史 訪

　平安末期から鎌倉初期にかけて活躍した武

蔵国の武将・畠山重忠。その足跡は多摩地域

の随所に残っている。畠山重忠と絶世の美女

　との悲しい恋の伝説をたどってみた。

畠山重忠 夙妻太夫
はたけやま　しげただ あさづま　たゆう

　武蔵御嶽神社の宝物殿の前

に建つりりしい武将の像――

これは国宝に指定されている

「赤糸縅大鎧（あかいとおど

しおおよろい）」を同神社に

奉納した畠山重忠の騎馬像だ。

重忠は武蔵国男衾郡畠山郷

（現在の埼玉県深谷市畠山）

を本拠とした武将で、武勇の誉れ高く、「坂東武士の鑑」

といわれた男。しかも美男だったとか。

　源頼朝に臣従して治承・寿永の乱で活躍。頼朝を助け、

鎌倉幕府の立ち上げにも尽力した。

　青梅市内には重忠の足跡が随所に見られる。重忠の崇敬

が特に厚かった武蔵御嶽神社には大小一対の太刀「黒漆太

刀銘宝寿」（国重要文化財）も奉納したとの説も。同市成

木の延命寺は重忠の草創だ。即清寺と愛宕神社は頼朝の命

で重忠が再建したと伝えられている。また、「馬引沢峠」

は重忠が馬を降りて徒歩で峠を越えたことからこの名がつ

いたとか。ほかにも、重忠にまつわる話は数多い。

　重忠は鎌倉上道の宿場だった国府ケ窪（現・国分

寺市恋ヶ窪）で傾城（遊女）・夙妻太夫に出会った。

絶世の美女とイケメンの若き武将。二人は恋に落ち、

重忠は鎌倉への行き帰り、太夫を寵愛した。

　ある日、重忠は頼朝の命を受け、義経に従って平

氏を討つため西国へ。何日たっても戻らない重忠の

身を案じ、不安を募らせる太夫。そんな太夫に男が

「重忠は西国で討ち死にした」と嘘を告げた。その

男は太夫に恋心を抱き、自分のものにしようとたく

らんでいた男だった。その嘘を信じた太夫は悲しみ

のあまり、「姿見の池」に身を投げてしまう。

　太夫の死を悲しんだ里の人々

は東福寺境内に傾城墓を建て、

墓標として「一葉の松」を植え

た。その松は、西国にいる重忠

を慕うように西へ西へと伸びて

いったとか。一方、戦場から戻

った重忠は太夫を憐れみ、菩提

のために阿弥陀堂を建立し、鉄

仏を安置したという。

　二人の悲恋物語の舞台「国府

ケ窪」は、いつしか「恋ケ窪」

と呼ばれるようになった。

畠山重忠の騎馬像

西国分寺駅の北側にある「姿見の池」
東福寺境内にある傾城墓と
３代目の「一葉の松」

青梅市内に残る重忠の足跡

タマプリント様広告


